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若
葉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

は
市
民
ニ
ー
ズ
、
稼
働

率
が
高
く
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
観
点
か
ら
必
要
な
施
設
で
あ
る
。

年
間
使
用
料
は
四
百
万
円
強
、
土

日
祝
日
の
稼
働
率
は
九
一
パ
ー
セ

ン
ト
、
再
建
費
用
は
約
六
千
百
万

円
で
、
人
工
芝
に
す
る
と
一
千
万

円
多
く
か
か
る
。
市
財
政
が
改
善

す
る
ま
で
再
建
は
難
し
い
が
、
廃

止
の
考
え
は
な
い
。

い
そ
う
だ
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

上
下
水
道
は
も
ち
ろ
ん
、
集
会
所

や
消
防
署
も
設
置
さ
れ
、
市
街
地

と
何
ら
遜
色
が
な
く
、
一
部
市
民

の
間
で
も
「
不
公
平
で
は
」
と
不

満
を
述
べ
る
人
も
い
る
。
財
政
危

機
の
折
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
と

き
な
ら
課
税
で
き
る
の
か
。

　

都
市
計
画
税
の
課
税

区
域
は
都
市
計
画
区
域

の
う
ち
、
原
則
と
し
て
市
街
化
区

行
政
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

制
度
導
入
の
考
え
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

寺
前　

尊
文

　

行
政
に
関
心
を
持
つ

学
生
等
に
、
行
政
の
問

題
を
肌
で
感
じ
、
職
場
観
を
確
立

さ
せ
る
の
が
同
制
度
。
米
国
で
は

当
然
の
制
度
で
、
就
職
へ
の
期
待

も
理
想
に
走
ら
ず
、
実
際
的
に
な

っ
た
。
職
員
に
も
指
導
力
向
上
、

職
責
を
見
つ
め
直
す
面
で
プ
ラ
ス

に
な
る
。
本
市
も
同
制
度
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。
今
ま
で
に
大

学
側
か
ら
の
依
頼
は
あ
っ
た
か
。

　

行
政
へ
の
理
解
の
増

進
、
職
場
の
活
性
化
、

指
導
す
る
こ
と
に
よ
る
職
員
の
能

力
ア
ッ
プ
等
、
市
に
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
一
方
、
就
業
内
容
に
つ

い
て
市
と
学
生
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
こ
と
、
指
導
担
当
職
員
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
等
も
あ
り
、

導
入
し
て
い
る
市
の
調
査
を
更
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二
つ
の

大
学
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
。

市
民
参
画
の
理
念
と
な
る 

条
例
の
制
定
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

中
島　

健
一

　

市
民
意
識
や
価
値
観

の
変
化
に
応
じ
た
施
策

を
展
開
す
る
に
は
、
的
確
に
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
ま
さ
に

市
民
参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
方
向
で
各
事
業
も
進
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
市
民
参
画
の

基
本
理
念
を
条
例
で
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
推
進
を
図
る
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
は
、
市
民
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
と
の

協
働
が
大
切
で
、
行
政
と
対
等
な

立
場
で
の
市
民
と
の
信
頼
と
責
任

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
市
民
参

重
村
啓
二
郎

　

行
財
政
改
革
の
中
で

「
行
政
と
市
民
の
協
働
」

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
市
民
に
協

働
を
求
め
る
と
き
、
行
政
も
最
大

の
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

市
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
変
形
労
働
シ
フ
ト
制

を
取
り
入
れ
、
市
役
所
等
各
公
共

施
設
の
無
休
化
及
び
開
館
時
間
の

延
長
を
し
て
市
民
の
利
便
性
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
役
所
の
窓
口
業
務

や
各
施
設
の
開
館
時
間

の
延
長
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現

在
の
電
算
シ
ス
テ
ム
、
要
員
、
職

員
の
勤
務
体
制
、
財
政
上
の
問
題

点
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
民
間
活
力
の
導
入
や

管
理
運
営
方
法
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
困
り
で
す
課
に
つ
い
て 

　

新
社
会
党　
　

山
口
み
さ
え

　

七
月
一
日
に
新
設
さ

れ
た
「
お
困
り
で
す

課
」
に
つ
い
て
だ
が
、
市
役
所
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
、
対
応
が
悪
い
、

遅
い
と
い
う
こ
と
は
実
際
ど
う
な

の
か
。
課
の
対
応
で
そ
の
イ
メ
ー

ジ
は
一
新
さ
れ
て
い
る
の
か
。
相

談
件
数
、
内
容
、
他
部
課
署
と
の

連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
な
ぜ
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
こ
だ

わ
っ
た
の
か
。

　

職
員
が
迅
速
に
対
応

し
よ
う
と
努
力
し
て
い

て
も
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、

結
果
的
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
相
談
件

数
は
二
カ
月
で
約
千
件
、
ご
み
や

空
き
地
の
雑
草
、
悩
み
の
相
談
な

ど
。
お
困
り
で
す
課
課
長
か
ら
担

当
課
長
へ
連
絡
し
て
い
る
。
ソ
フ

ト
で
や
さ
し
く
接
す
る
窓
口
と
し

て
女
性
職
員
で
対
応
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
や
改
良
住
宅
の 

家
賃
滞
納
対
策
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ　

松
木　

義
昭

　

昨
今
の
景
気
低
迷
で

市
営
住
宅
や
改
良
住
宅

の
家
賃
の
滞
納
額
が
年
々
増
大
し
、

現
在
約
八
千
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
滞
納
額
の
何
割
か
が
毎
年
消

滅
時
効
等
に
よ
り
不
納
欠
損
と
し

て
処
理
さ
れ
、
市
の
財
政
危
機
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
滞

納
対
策
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
以
上

の
き
め
細
か
な
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
営
住
宅
使
用
料
の

滞
納
対
策
は
、
担
当
職

員
が
滞
納
者
宅
へ
個
別
訪
問
し
、

納
付
相
談
や
収
入
申
告
の
指
導
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
滞
納
徴
収
強

化
月
間
を
設
け
対
応
を
強
化
し
て

い
る
。
再
三
の
納
付
指
導
に
応
じ

な
い
悪
質
な
滞
納
者
に
は
、
住
宅

の
明
渡
し
を
求
め
る
法
的
措
置
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
と
も
厳
し

い
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

談
合
防
止
の
入
札
に
郵
便
応 

募
型
指
名
競
争
の
取
り
組
み
を

無
所
属　
　
　

伊
藤
と
も
子

　

九
月
に
な
っ
て
二
件

の
談
合
情
報
が
あ
っ
た

が
、
市
で
は
解
明
で
き
ず
公
正
取

引
委
員
会
へ
通
知
す
る
の
み
で
あ

る
。
談
合
で
き
な
い
よ
う
な
入
札

制
度
に
し
て
市
民
の
信
頼
回
復
を

図
れ
。
例
え
ば
「
郵
便
応
募
型
指

名
競
争
入
札
」
を
導
入
し
、
落
札

率
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
技

術
品
質
の
確
保
を
す
る
べ
き
で
な

い
か
。
　

郵
便
入
札
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
入
札
契
約

制
度
改
善
委
員
会
か
ら
の
提
言
に

基
づ
き
、
昨
年
度
か
ら
公
募
型
指

名
競
争
入
札
制
度
を
導
入
し
た
と

こ
ろ
で
、
現
在
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。
談
合
に
つ
い
て
は
、
契
約

書
約
款
に
損
害
賠
償
の
予
約
条
項

を
入
れ
た
り
、
入
札
ま
で
参
加
業

者
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
。

国
道
二
号
線
か
ら
撤
去
さ 

れ
た
イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ　

山
田
み
ち
子

　

昭
和
二
年
に
国
道
二

号
線
が
整
備
さ
れ
、
イ

チ
ョ
ウ
並
木
が
植
え
ら
れ
た
。
沿

道
の
市
民
が
世
話
し
て
き
た
イ
チ

ョ
ウ
は
芦
屋
の
記
念
樹
と
も
言
え

る
。
国
土
交
通
省
に
工
事
方
法
を

検
討
し
て
も
ら
い
七
十
本
を
残
せ

た
。
撤
去
の
三
十
本
に
つ
い
て
は
、

芦
屋
市
で
引
き
取
る
べ
き
と
考
え
、

協
議
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
が
、

現
況
と
市
の
見
解
は
。

　

国
道
二
号
の
街
路
樹

は
国
土
交
通
省
と
協
議

し
、
国
土
交
通
省
の
負
担
で
三
十

本
を
総
合
公
園
で
引
き
取
る
。

　

花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
芦
屋
市
に
と
っ

て
、
芦
屋
で
育
っ
た
街
路
樹
イ
チ

ョ
ウ
は
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
市

民
の
森
と
し
て
整
備
し
て
い
る
総

合
公
園
で
根
を
張
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に 

行
政
の
支
援
を日

本
共
産
党　

木
野
下　

章

　

国
民
の
十
人
に
一
人

が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

よ
う
に
な
り
、
国
も
自
治
体
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
実
態
調
査
、
管
理
組

合
へ
の
情
報
提
供
、
相
談
受
付
の

体
制
等
を
求
め
て
い
る
。
き
わ
だ

っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
人
口
が
多
い
芦

屋
市
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
施
策

が
近
隣
市
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。

急
い
で
マ
ン
シ
ョ
ン
支
援
の
取
組

み
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

実
態
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
集
合
住
宅
の
戸
数
は
水
道

メ
ー
タ
ー
使
用
状
況
か
ら
七
月
一

日
現
在
、
二
万
四
千
戸
弱
で
あ
る
。

住
宅
問
題
の
市
の
窓
口
は
建
設
部

住
宅
課
が
行
っ
て
お
り
、
相
談
の

内
容
に
よ
っ
て
は
「
ひ
ょ
う
ご
住

ま
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
等
を

紹
介
す
る
な
ど
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

放
置
自
転
車 

対
策
に
つ
い
て公

明
党　
　
　

田
原　

俊
彦

　

本
市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
芦

屋
駅
北
側
が
ひ
ど
い
状

況
だ
。
狭
い
歩
道
で
は
、
歩
行
者

に
も
危
険
が
及
ぶ
。
山
手
幹
線
整

備
後
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
つ

い
て
市
当
局
は
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
撤
去
さ

れ
た
保
管
自
転
車
の
活
用
に
つ
い

て
、
他
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
化
や
寄
贈
な
ど
の

考
え
は
な
い
の
か
。

　

モ
ン
テ
メ
ー
ル
北
側

の
歩
道
に
は
建
物
側
に

一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
空
地
が
あ
り
、

歩
道
を
ま
た
い
で
駐
輪
し
て
い
る
。

道
路
な
ど
公
共
の
場
所
で
の
放
置

自
転
車
は
、
条
例
に
よ
り
市
で
撤

去
が
可
能
だ
が
、
現
在
の
駐
輪
状

態
で
は
撤
去
で
き
な
い
。
ビ
ル
所

有
者
と
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、

他
市
の
撤
去
自
転
車
の
有
効
活
用

な
ど
実
態
調
査
を
し
て
い
く
。

　建設常任委員会（長野良三委員長）は、７月２９日（火）～３０日

（水）に山口県山口市と萩市へ行政視察を行いました。

　山口市では、「都市計画マスタープラン」について調査しました。

このプランについては、現在、本市でも作成しているところです

が、山口市では既に、①中核都市として、②自然と共生する、③

個性と活気のある、④人にやさしいまちづくりの４つを施策目標

とするプランが完成していました。計画はスムーズに進捗してい

るとの印象を受けましたが、山口市では現在、市町村合併の計画

があり、結果、計画全体の見直しの必要性を感じました。

　萩市では、「花と緑の基本計画」について調査しました。萩市

では、平成１０年にこの計画が策定され、「歴史を物語る花と緑」

と「新しい時代に適応した花と緑」を調和させたまちづくりが、

上手に行われていました。樹木医資格を持つ担当職員が保存樹木

の指定、管理、街路樹の選定、コンクリート壁にツタをはわせる

ことなど多方面で活躍指導されており、市民にも緑を大切にする

姿勢が育つなど、参考とする内容が多くありました。

建設常任委員会が行政視察を実施
都市計画、花と緑の基本計画について学習しました

松ノ内公園で松ノ内公園で

松ノ内公園で松ノ内公園で

山口市にて山口市にて
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一
　
般
　
質
　
問�

　
九
月
定
例
会
で
は
、
九
月
十
六
日（
火
）、

十
七
日（
水
）、
十
八
日（
木
）の
三
日
間
、

十
七
人
の
議
員
が
市
政
に
関
す
る
四
十

六
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に

質
問
を
行
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

…質問� …答弁�

　

�
�
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�
市
役
所
・
市
民
参
画 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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希
望
す
る
す
べ
て
の
子
に 

高
校
進
学
の
保
障
を

日
本
共
産
党　

平
野　

貞
雄

　

市
教
委
は
市
芦
高
廃

校
方
針
を
決
め
な
が
ら

高
校
選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
し
て

神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合
を
決
め

た
が
、
保
護
者
か
ら
は
「
地
元
の

学
校
に
行
き
た
い
子
供
に
は
逆
に

幅
が
狭
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
不
安
が
出
て
い
る
。
市
教
委
は
、

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
、
と
り
わ

け
地
元
の
高
校
へ
の
進
学
を
ど
の

よ
う
に
保
障
し
て
い
く
の
か
。

　

中
学
校
で
は
、
従
来

か
ら
生
徒
が
希
望
す
る

進
路
に
進
め
る
よ
う
、
学
習
指
導

及
び
進
路
指
導
を
丁
寧
に
重
ね
て

き
た
。
学
区
の
統
合
後
も
そ
の
考

え
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
き
め

細
か
な
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指

導
に
努
め
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底

を
図
っ
て
い
く
。
勉
強
が
わ
か
り

に
く
い
と
い
う
生
徒
に
は
き
め
細

か
な
指
導
を
し
て
い
く
。

学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
教 

育
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
れ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

畑
中　

俊
彦

　

神
戸
第
一
学
区
と
の

統
合
が
決
ま
っ
た
今
、

芦
屋
と
神
戸
の
子
供
た
ち
の
学
力

の
差
に
つ
い
て
保
護
者
は
大
変
心

配
し
て
い
る
。
教
育
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
学
力
テ
ス

ト
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て

も
教
育
経
験
者
や
学
生
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
前
向
き
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

神
戸
第
一
学
区
も
本

市
も
現
在
の
教
育
制
度

で
は
、
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
教
育
課

程
を
編
制
し
、
検
定
を
受
け
た
教

科
書
を
使
っ
て
お
り
、
教
育
法
に

も
差
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
学

力
テ
ス
ト
実
施
に
は
作
業
が
必
要

で
あ
る
。
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

は
財
政
状
況
が
難
し
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
配
置
し
て
い
る
。

若
葉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
五
面 

は
廃
止
す
る
の
か無

所
属　
　
　

大
久
保
文
雄

　
「
若
葉
コ
ー
ト
休
止

の
お
知
ら
せ
」
が
広
報

紙
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
再
開
時
期

も
理
由
も
示
さ
ず
、
代
替
施
設
も

準
備
し
な
い
一
方
的
な
通
知
は
、

利
用
者
を
完
全
に
無
視
し
た
や
り

方
だ
。
若
葉
コ
ー
ト
は
不
要
な
の

か
。
年
間
収
入
、
土
日
の
稼
働
率
、

改
修
費
用
の
見
積
り
を
示
せ
。
工

事
費
を
圧
縮
す
る
努
力
を
し
ろ
。

利
用
料
が
安
い
の
な
ら
改
定
し
ろ
。

財
政
再
建
策
及
び
福
祉 

施
策
の
向
上
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ　

小
川　

芳
一

　

財
政
再
建
に
対
す
る

基
本
的
な
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。
水
道
事
業
等
の
公
益
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立
行
政

法
人
制
度
を
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。
民
間
資
本
導
入
型
で
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
で
き
な
い

か
。
介
護
事
業
の
円
滑
化
の
た
め

の
事
業
者
連
絡
協
議
会
を
設
置
し

て
は
。
高
齢
者
用
に
公
共
施
設
の

改
善
を
実
施
し
て
は
。

　

独
立
行
政
法
人
制
度

は
事
業
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
し
民
間
資
本
の
導
入
も
検
討

し
た
が
、
財
政
状
況
か
ら
早
期
着

工
は
難
し
い
。
事
業
者
連
絡
協
議

会
設
立
は
介
護
保
険
事
業
者
と
協

議
し
て
い
く
。
市
民
会
館
の
入
口

と
二
階
部
分
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
済
み
、
ル
ナ
ホ
ー
ル
な
ど
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
援 

す
る
き
め
細
か
な
施
策
を

日
本
共
産
党　

田
中
え
み
こ

　

高
齢
者
医
療
の
改
悪

が
進
む
中
①
高
額
療
養

費
の
受
領
委
任
等
で
百
パ
ー
セ
ン

ト
還
付
を
行
う
こ
と
②
一
部
負
担

金
の
減
免
制
度
を
市
民
に
周
知
し

活
用
す
る
こ
と
③
国
保
料
の
世
帯

割
、
人
数
割
を
引
下
げ
低
所
得
者

の
軽
減
を
図
る
こ
と
④
公
費
負
担

医
療
対
象
者
に
は
保
険
証
を
必
ず

交
付
す
る
こ
と
⑤
高
齢
者
バ
ス
半

額
助
成
制
度
復
活
を
再
検
討
せ
よ
。

　

①
老
人
保
健
法
の
規

定
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
る
。
独
自
の
支
給
方
法
は
で
き

な
い
。
②
厳
格
な
適
用
に
な
る
が
、

制
度
は
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
③
応
能

割
が
増
え
る
結
果
と
な
る
。
現
行

ど
お
り
と
し
た
い
。
④
公
費
負
担

医
療
該
当
者
に
は
資
格
証
明
書
は

発
行
せ
ず
、
保
険
証
を
発
行
し
て

い
る
。
⑤
高
齢
者
施
策
全
体
を
維

持
す
る
た
め
復
活
は
困
難
で
あ
る
。

芦
屋
市
民
の
生
活
安
全 

と
防
犯
対
策
に
つ
い
て

公
明
党　
　
　

帰
山　

和
也

　

防
犯
灯
に
防
犯
ブ
ザ

ー
や
監
視
カ
メ
ラ
、
警

察
と
の
通
信
装
置
な
ど
を
組
み
込

ん
だ
街
頭
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

（
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
）
を
導
入
し
、

犯
罪
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
だ
。

ま
た
、
防
犯
意
識
の
啓
蒙
、
犯
罪

者
へ
の
警
告
の
た
め
、
公
用
車
等

に
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
掲
示
し
、
市
民
の
生
活
安
全
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　

ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
の

設
置
は
街
頭
犯
罪
の
防

止
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
導
入

は
阪
神
南
県
民
局
を
中
心
と
し
た

「
阪
神
南
地
域
ひ
っ
た
く
り
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
会
議
」
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
会

議
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。
公
用

車
等
へ
の
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
の
張

り
付
け
は
、
導
入
に
向
け
関
係
団

体
と
協
議
し
て
い
く
。

障
害
者
（
児
）
の 

福
祉
行
政
の
充
実
を

新
社
会
党　
　

前
田　

辰
一

　

障
害
者
（
児
）
を
取

り
巻
く
制
度
が
激
変
し

て
い
る
。
新
た
な
障
害
者
（
児
）

福
祉
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

新
計
画
の
中
で
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
建
設
は
待
っ
た
な
し
だ
。
市

立
み
ど
り
学
級
は
、
肢
体
不
自
由

児
の
生
涯
学
級
と
し
て
今
後
も
必

要
な
施
策
だ
が
、
教
育
委
員
会
と

市
と
の
連
携
を
深
め
今
後
の
運
営

方
針
を
確
立
す
べ
き
で
は
。

　

障
害
者
・
児
の
福
祉

計
画
の
策
定
は
、
国
の

「
障
害
者
基
本
計
画
」
の
理
念
を

基
本
と
し
、
策
定
段
階
か
ら
関
係

団
体
の
か
た
が
た
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
取
り
組
ん
で
い
く
。
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
は
財
政
状
況
を
見

極
め
判
断
す
る
。
み
ど
り
学
級
の

運
営
は
教
育
委
員
会
や
保
護
者
の

意
見
を
参
考
に
、
今
後
の
障
害
者

施
策
を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

奥
池
地
区
の
都
市
計
画
税 

課
税
は
で
き
る
の
か

創
政
ク
ラ
ブ　

山
村　

悦
三

　

奥
池
地
区
は
市
街
化

調
整
区
域
と
い
う
こ
と

で
都
市
計
画
税
の
課
税
が
で
き
な

域
で
あ
る
。
奥
池
・
奥
山
地
区
の

市
街
化
調
整
区
域
は
課
税
区
域
で

な
い
。
市
街
化
調
整
区
域
で
は
街

路
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
特
に

地
元
の
利
益
に
な
る
都
市
計
画
事

業
を
行
う
場
合
、
条
例
で
課
税
区

域
を
定
め
課
税
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
状
で
は
課
税
で
き
な
い
。

画
の
基
本
と
な
る
条
例
に
つ
い
て

は
、
市
民
と
の
参
画
・
協
働
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で

必
要
で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く
。

変
形
労
働
シ
フ
ト
制
の 

導
入
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

重
村
啓
二
郎

　総務常任委員会（前田辰一委員長）は、１０月２日（木）～３日

（金）に長崎市と佐賀市へ行政視察に行きました。

　長崎市では、①行政改革、②政策評価システムの２点について

調査しました。長崎市の政策評価システムでは、評価シートは仕

事をマネジメントしていくものとして位置付けられているとのこ

とでありました。これにより事業の事後評価をするとともに事前

評価および新規事業での政策評価を実行することと、市民、議会

への説明責任に対応するシステムづくりの必要性を強調されてい

ました。

　佐賀市では、①職員提案制度、②公共工事コスト縮減、③入札

制度改善の３項目について調査しました。このうち、入札制度に

ついては、入札結果の徹底した分析による競争性の高い制度の導

入をされていると感じました。また、市内業者育成をどのように

していくのか、競争性の確保と育成のバランスをどう図るのか、

制度的なものを含め業者に競争性を高める支援策の必要性を感じ

ました。

総務常任委員会も行政視察を実施
政策評価システム、入札制度などについて学習しました

秋まつりから秋まつりから

松ノ内公園で松ノ内公園で

松ノ内公園で松ノ内公園で

佐賀市にて佐賀市にて


